
１ 開催概要

ゆめみらい交流会のメンバーや、加瀬山周辺の自治会・小学校・企業等の皆さんと意見交換を行いました。
◆夢見ヶ崎動物公園 園長からの説明
◆団体の活動紹介
◆意見交換①
「動物園・加瀬山を盛り上げるためにやりたいこと・できること

◆意見交換②
「動物公園の将来像（理想像）に向けて、私たちができること・やりたいことは︖」

（２）参加者、傍聴者
計２５名（参加者１７名、傍聴者８名）

日 時 令和８年３月１４日（土） １５︓００〜１７︓００
場 所 夢見ヶ崎動物公園パークセンター

（１）テーマ等
みんなでつくる・つながる・つづける・感じる動物公園

第８１回車座集会（幸区・建設緑政局）結果概要

３ 意見交換の概要等

２ アンケート結果

５ページ以降参照

２ページ参照



回答率︓100％
参加者17/17人

●今回の実施内容について

どちらともいえないよくないよい

1016

問２ 本日参加いただいた御感想を教えてください。

どちらともいえない有意義では
なかった有意義であった

1０16

問１ 本日のテーマはいかがでしたか。

第８１回車座集会（幸区・建設緑政局）アンケート集計結果



問３ 本日の意見交換を聞いて、感想や御意見など

小学生たちの意見を踏まえて、色々実現できたらと改めて思いました。市長との意見交換も良かったです。
小学生の皆さんの意見、とても参考になりました。
小学生の意見で動物との関わり、えさやり、清掃などなど体験できれば良いとのことでした。それぞれの動物によっ
てデリケートな点など細かな対応のことが伝わるようにしていければと思います。また、各動物に名前が付いている
ので、それぞれの推し動物を集めていくなど。

子どもの意見がこんなにも印象を与えられるんだと思いました。
「行政の集まり」ではない自主的な活動が必要。
多様なかかわり方がさらに増えるといいなと思います！
五感を使ってどうぶつえんを楽しんでほしいと言っている人がいたので、五感を使ってしゃべれてよかったです。そ
してもっとゆめみがさきをきれいに大切にしたいです。



かせやまみりょくモリモリツアー
1泊2日の体験してみたいです
お泊り企画は、弊社のcampass事業がお力になれるのでは、と思っています。担当も興味ありです。
絵をかいたりするイベントが意見で出たので参加してみたいと思いました。
デザインの技術を生かしたふれあいの機会づくりはぜひ具体的に実現してほしい！
小・中学生の考えを聞く機会があるといいな、と思いました。

問４ 今後、参加してみたい、または期待する企画や取り組み

問５ 車座集会で取り上げてほしいテーマや御意見など

 子育て系

 盛り上げるためのこと、地域の人たちができること

緑色…空想企画書
オレンジ色…アート
青色…小学生



めざす姿（当初想定）
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① 相乗効果の発揮
団体同士が今まで以上に連携することで、より大きなイベント
や多様な企画を実施できるようになる。

② 持続性の確保

③ 交流会外への波及

他団体の活動に相互に協力・参画することで、各団体の関係
者が増加し、持続可能な体制が構築される。

連携が新たな連携を呼び、交流会外の団体との連携が活発
化する。将来的には交流会が地域連携のマッチングの場とし
ての役割を担う。

① 企業・学校・大学・団体との協働

② 交流会の発展

③ 発信力の強化

・ゆめみらい交流会で決めた『空想企画書』３案の実施
・アートを通じた地域交流
・小学生を対象に「いのちを感じる」取組の推進
・新たに生まれている取組の実施

・パークセンターを核とした、交流会のサテライト開催による参加
機会創出

・個々に情報発信を行う既存の主体との連携及び活用

団体間が協働しやすい『基盤』を作る

団体間で協働する『ノウハウ』が育つ

区外・市外にも効果的に『PRする仕組み』を作る

車座集会振り返り
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STEP1 STEP3

4R10 R11 R13R8 R9 R12 R14

①企業・学校・大学・団体との協働

STEP2

今後の展開

交流会の民主導の運営化

R8〜9に実施したイベントのノウハウをもとに、地域のイベン
トの企画運営を持続的に実施できる参加者主体の運
営づくりを行う。

パークセンターを核とした、交流会の
サテライト開催による参加機会創出
（行政のサポートによる開催）

●『空想企画書』３案の企画

団体間が協働しやすい『基盤』を作る

実施

継続実施
●アートを通じた地域交流

・「廃棄物活用アート制作会」の実施
・絵画ワークショップ、絵画教室等の実施

●「いのちを感じる」取組(小学生)
・飼育体験 などの機会創出

ゆめみらい交流会
等で発表

②交流会の発展

ゆめみらい交流会×夢見ヶ崎動物公園
によるHPやSNSを活用した発信
・個々に情報発信を行う既存の主体と

の連携及び活用

区外・市外にも効果的に『PRする仕組み』を作る

発信力強化による来場者拡大

多様な主体の
ネットワーク形成

発信力強化による関係人口の拡大

区内外・市外の多
様な主体に対して、
ゆめみらい交流会
が「マッチングの場」
となって、イベントや
企画も実施する

サテライト開催を通じた参加者同士のつながり強化 
(交流会メンバー主体のサテライト開催) ゆめみらい交流会全体の参加者拡大

（交流会メンバー主体の
定例会＋サテライトの開催）

③発信力の強化

団体間で協働する『ノウハウ』が育つ

(参考)
クラウドファン
ディング
カメラの購入・
設置
スケジュール クラファン 調達・設置等 動画等撮影・動画サイ

ト等にアップロード
7月 1月



①企業・学校・大学・団体との協働
車座集会で出た意見

動物とかかわる機会がほしい。単に動物にエサやりをするだけで
なく、エサの準備や掃除からかかわってみたい。
飼育員の仕事を体験してみたい。

鳥のさえずりが聞ける場所を作りたい。加瀬山はいろんな種類の鳥
がいるので聞けると思う。 

アートで人と人をつなげる取り組みをしたい。 モノの大切さを知れる機会がほしい。

意見を踏まえた取組

小学生を対象に「いのちを感じる」取組を推進
・飼育体験（餌準備・清掃）など、動物への愛着と飼育員の業務への理解を深める機会を創出する。

      →新小倉小学校６年生を対象に、「いのちを感じる」総合学習として先行実施。
・ゆめみらい交流会等に子どもの体験・発表の場を設け、多世代が交流できる場とする。
【新小倉小学校をモデルケースに、区内外の小学校を対象に「いのちを感じる」機会を定期的に創出】

ゆめみらい交流会で決めた『空想企画書』３案の実施
A班：歴史を知る！！草花に囲まれる！「親子で楽しむ１泊２日の加瀬山魅力モリモリツアー」
B班：加瀬山ウォークラリーイベント
C班：動物や植物の観察・研究→夏休みの自由研究企画
【令和８〜９年度中に実施予定】

新たに生まれている取組の実施
・加瀬山の会が長年実施してきた鯉のぼり設営については、高所作業により危険な状況であったことから、

車座傍聴者の提案を受け、ボランティアによる設営支援を行うこととした。    
・慶應義塾大学院生が実施したワークショップの結果をまとめたポスターセッションを開催する。
・車座傍聴者（ハンドベル部大学高校生）によるハンドベルワークショップを開催する。

いのちへ
の共感

いのち
を守る

いのち
の体験

いのちへ
の共感

いのちへ
の共感

調整

新規

新規

アートを通じた地域交流
・ゆめみらい交流会メンバーが学校や保育園と協働して、不用品を活用した「廃棄物活用アート制作会」

を実施する。パークセンターで作品の「展覧会」を実施し、その後動物公園内で活用する。
→studio FLATのアートクリアケースの中に夢見ヶ崎保育園の造形作品を入れて展示する形で先行実施。

・障がい者アーティストによる絵画ワークショップを開催する。【3/26実施予定】
・和光大学による不登校児童対象の絵画教室を開催する。【4/25実施予定】

＋α
いのち
を守る
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③発信力の強化

車座集会で出た意見

意見を踏まえた取組

車座集会で出た意見

②交流会の発展

車座集会で出た意見

・夢見ヶ崎動物公園を大事にしている気持ちを語り合える場を、もっと1か所に集めたい。パークセンターで自由交流会を開催してはどうか。
・交流会の開催場所はパークセンターに限らなくても良い。出張交流会などがあっても良い。
・子どもたちの意見がとても良い。交流会についても、児童や学生が参加しやすい体制になると良い。
・ゆめみらい交流会が地域活動の場としてより敷居の低いものになると、色々な人に紹介しやすい。
・すでに行政を介さず、SNSで交流会参加者同士繋がっているが、どこまで自主的に進めていいのかわからない。

幸区の一歩外を出ると、夢見ヶ崎動物公園のことを知らない人が驚くほど
存在する。夢見ヶ崎動物公園の魅力を区外にも発信したい。

地域活動に係るボランティアを募集するスキームがあるといい

皆のやっている活動ややりたいことを整理する場があるといい

イベントや活動をどう周知していくかが大事。

意見を踏まえた取組
ゆめみらい交流会×夢見ヶ崎動物公園によるHPやSNSを活用した発信

個々に情報発信を行う既存の主体との連携及び活用
・ Ogura navi︓小倉･新川崎･鹿島田エリアのローカル情報を発信するHP。誰でもまちの情報を投稿できる機能が搭載。
・夢見ヶ崎動物公園非公式HP︓夢見ヶ崎動物公園の動物や、周辺のイベント情報を紹介するHP。
・夢見ヶ崎動物公園公式X、Facebook ・ナミキデザイン（イラストレーター）・にゃんだふる通信 ・まちのいと情報誌
・かわさきＦＭ ほっとスタジオ「ゆめみから」に、ゆめみらい交流会メンバーから出演者を募集予定。
・タウンニュースが「夢見ヶ崎動物公園」にフューチャーし、定期的に掲載を検討。

パークセンターを核とした、交流会のサテライト開催による参加機会創出
・パークセンターを拠点にしつつ、地域の多様な場所でサテライト開催を行い、より多くの人が参加できる仕組みとして
「出張ゆめみらい交流会」を実施する。 SDC（新川崎タウンカフェ）・コトニアガーデン・日吉出張所等で、参加者
のライフスタイルに合わせた開催時間や開催場所を、交流会メンバー自身で設定する。
→出張交流会は、SDCと交流会参加者を中心に開催し、より自由度の高い場とする。

Ogura navi

夢見ヶ崎動物公園非公式HP

いのちへ
の共感

いのち
の体験

新規

調整

いのちへ
の共感

いのち
の体験

いのち
を守る
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「いのちを感じる」取組

発信力の強化

エサの準備体験
絵画ワークショップ

動物の毛や呼吸を体感

廃棄物活用アート

１泊２日ツアー

企業・学校・大学・団体
との協働

動物おりがみ教室

探鳥会

清掃活動交流会の発展

魅力的な

広報媒体
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